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Cま Lナカミメν ア三、より
北海道大学保健管理センター

a由主主 -~・ E工コ・ Fヨヨ ~~ ~〒唱

「カルメラ焼と虫下しJ

伯父が白い市をよけて父幸雄の顔を見せてくれ
たのが、死と苅面した最初である。 1948年3月
23日のことである。祖母は「お前の父さんは甘
いモノが好きだったので盲腸で死んだ」と繰り返
し言った。父は甘いモノを好んだらしく、五関先
で七輪に火をおこして長い柄の小さな半琢状の鍋
で力ルメラ焼をよく作ってくれた。 j殿粉飴なるも

のを大鍋に作ったこともあった。

母の遺品に叔父宛の葉書がある。 1943年1月
1日の消印がある1枚には rc幸雄は〉又こんど
は腸がつまって今日子術することになりました。
危隙な手術です」と父の病気を記しである。腸閉
塞であろうか。「幸雄ち半年体み今月一日から出
勤して元気になりました」とあるのは、 1943年
6月4日柑である。母からは「盲腸手術後に癒着
がひどくて急死した」と聞いていたが、敗戦前の
腸の手術については聞い疋ことがなかった。
祖母はまた僕に幾度となく「本を読むと結核に
なる」と言い聞かせた。我が家に書物がないのは
その故力、と思っていだが、弟が物置から岩波文庫
がいっぱい詰まつだトランクを見つけ出したこと
があった。祖父が肺結核で亡くなり、祖母は3人
の子どちを連れて祖父の弟と再婚した、と知った
のは僕が50歳になってからである。岩波文庫と
先の葉書は「実の祖父」のものである。「本を読
むと結核になる」という祖母の言は、彼女の人生
と重なっていて今ち哀しい。
注射針の最ち古い記憶は学校で受けた結核感染
の有無を調べるツベルクリン検査である。 1年生
の通知表には「ツベルクリン皮肉反応」は「陰性」
とある。 2・3年生の通知表に「ツベルクリン反
応」欄はなく、 4年生の通知表では「陽性」とあ
る。ツベルクリン反応が伺のことなのかは知らな
いまま、 BCGを施されるのが厭だとツベルクリ
ン反応の赤斑をこすって大きくした級友ちいた。
BCGはメスで皮膚を切って牛型結核菌を植え柑
ける措置で、とても痛かっ疋。 3年間のBCGの
痕跡は今ち僕の左腕に明瞭である。
この通知表は、「学習のようすJr行動のようす」
と「身体のようす」からなっている。「易体のよ
うす」には、身長・体重などの体位とともに、体
のつりあい ・姿勢・栄養・活力・耐久力・運動機
能 ・皮膚の色つや・眼・耳・歯牙という項目があ
る。僕の自覚と遣って、運動機能欄には「すぐれ
ている」とある。視力は空欄なので検査しなかっ
たのであろう。曲目歯はないが、担任は「歯磨きの
励行」と書いている。子どもの健康状態の観察と
記録は担任の仕事であった。「歯磨きの励行」に
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は今でも赤面する。
僕は1950年に室蘭市立天沢小学校に入学し、
1年から4年までは同じ級友たちと過ごした。僕
は僕の少年時代を再現する一環として級友達の消
息を確かめ、 2年生になったときにはクラスにい
なかったSと45年ぶりに会った。彼は進級しな
かった事情は結核で休んだからだと説明した。入
学して間ちない頃に、僕はSを家に訪ねたことが
ある。表紙が朱色の書物が並んでいるのがうらや
ましかった。僕の家には本がないのだと思い知つ
だときでちある。別に、 Kからも同じ事情で進級
せず、 Hからは3学期はほとんど学校を休み自宅
で療養していたと聞いた。点灯しているのを男だ
ことがなかった保健室の末陽灯の照射を、 Hは幾
度ち受けたと話してくれた。同級生58人中3人
は結核にかかっていたのである。僕は長期欠席を
知らずにいたが、子どちに知らせるべきことがら
でなかった。
検便試料の提出先ち、チョコレートに含んだ虫
下しを配ったのも学級担任であった。どの家ち汲
み取り式の便所で回虫と蝿のウジがうごめいてい
たが、人糞は自給していた野菜の重要な肥料であ
った。隣家の女児がバケツに一塊りの回虫を吐い
たこともあり、母は弟の蝶虫退治に精を出してい
たから、寄生虫はその名のとおり身近な荏在であ
った。入口にサナダムシ・回虫などの模型を展示
してある日本製鋼所病院は、長じてもなお気味悪
い揚所であった。甘い虫下しを最後に飲んだのは
1953年だったろうか。僕は学校以外で虫下しを
飲んだことはない。
毎日授業終了後に、学級担任は僕らに前へ出て
口を聞くよう指示し、液状の肝油をスポイ卜で注
いだ。 1学期と2学期の修了日には、通知表と一
緒にゼリー状の甘い缶入肝油を受け取った。 1日
1粒との注意を受けたが、守れるはずはなくあっ
という聞になくなった。栄養剤との説明を受けた
が、どのような刻果があったちのであろうか。
近代の所産である小学校は、子どちの集団とし
てはちちろんのこと、社会的集団としても最大の
規模であろう。 1920年代後半には子どちの皆就
学がほぼ実現していたから、国民の健康管理にと
って小学校はまことに好都合な揚であった。この
国の小学校は単なる「学舎(まなびや)Jではな
かっだ。
父が34歳で亡くなったことは僕の死生観を支
配し、通知表のあれこれの記載と寄生虫の記憶は、
日常の健康管理に深く浸透している。
僕は甘いモノを食べる疋びに父が作ってくれた
力ルメラ焼と虫下しを思い出している。


